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令和４年度学校評価結果報告書
桶川市立桶川東小学校　　
校長　　杉田　勝弘
１　目指す学校像　　
　　　　　　　　　「先生大好き・友だち大好き・学校大好き　桶川東小学校」
２　評価結果

	領域
	№
	評価項目
	自己評価
	学校運営協議会における評価
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織

・

運
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	１
	学校は「いつでも笑顔ある　あいさつができる　けやきっ子」の目指す児童像の達成に向けた取組を推進している。
	A
	登校の様子を見ていると、あいさつをする児童が増えた。目を見てあいさつをする児童が増えた。今後、教員も笑顔と目線を合わせて、あいさつ指導の強化をしていく。
	・元気よくあいさつをしてくれるようになり始めている。
・町会でも、地域のみなさんにも挨拶をお願いしている。
・先生方に対してのあいさつは増えているようだが、地域の方に対する挨拶は少ないかもしれない。

	
	２
	学校は諸会議の計画的・効率的な運営と、校務支援・週報の活用を図っている。
	A
	職員会議では、資料のデータを事前配布し、効率化とペーパーレス化を図った。会議内容の精選や実施時期の検討等その都度実施した。また、校務支援システムや週報にこまめに最新の情報を挙げ、共通認識で共通行動をとっている。
	

	学

習

指

導
	３
	学校は学習課題を明確にしたわかる授業を創造し、基礎基本を定着させている。
	B
	年度当初に、本校における板書（ノート）の書き方を周知し、誰が授業を行っても同じように授業が進められるようにした。また、少人数指導やTT指導、学年内教科担任を実施し、多くの職員で児童に関わり、きめ細やかな指導を実施することができた。
	・音楽専科がいると歌声が良くなってくる。
・複数の教員で、丁寧に授業を進めている。
・小さい学年でもパソコンを使うことができている。

	
	４
	　学校は、ICT機器を有効に活用してわかりやすい授業づくりに取り組んでいる。
	A
	　本校のICT化は非常に速く進んでおり、様々な場面で活用している。今後、使用法やより効果的に使える場面を研修し、授業改善に取り組んでいく。
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談
	５
	　学校はいじめ防止基本方針を基に、児童理解を進め、いじめの根絶を図っている。
	A
	本校では、生徒指導主任を中心に月１で児童理解委員会を開催し、児童の生活の様子の共有化を図った。また、学年の教員と教務の教員で常に情報交換、共有を図ることで、児童の様子を把握することができた。
	・学校での「いじめ防止」に力を入れてください。
・配慮を要する児童は、学校と家庭、関係機関で密に連携がとれるとよい。

	
	６
	　学校は特別支援教育の充実と配慮を要する児童への組織的な対応を行っている。
	B
	　特別支援学級では通常学級への授業参加を実施し、交流を深めることができた。また、通常学級における配慮を要する児童への対応は、職員間で情報を共有し、児童に寄り添った指導を進められた。
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	７
	　学校は、栄養バランスのとれた規則正しい食事の大切さを理解させ、食に関する意識を高めている。
	A
	給食指導担当と栄養教諭が中心となり、食育を推進している。給食委員会の献立の放送や栄養教諭発行のぱくぱく通信でその日の給食について詳しく紹介している。
	・地震だけではなく、不審者対応の訓練をしているのがよい。

	
	８
	　学校は、児童に災害や危険を回避できる生活安全能力を育成するための具体的な指導を適切に実施している。
	B
	学校は、計画的に避難訓練を実施し、有事の際の退避行動を確認した。また、地震だけではなく、火事や不審者等の想定をし、訓練も実施した。一斉下校では、安全指導に加え、職員が地域の巡回を行った。
	

	学
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環

境


	９
	　学校は掲示物の工夫や整理整頓に配慮したり、体力向上の取り組みをしたりして、学習と運動の環境を整備している。
	B
	校内掲示は、児童の活動の様子がわかる作品や各委員会が作成する様々な行事や取組の紹介が貼り出されている。また、元気タイムや各種運動種目を取り上げたキャンペーンを実施し、体力向上を図っている。
	・体育の担当がいることで、規律がしっかりとしていく。
・校庭から元気な声が聞こえてきている。

・学校の施設・設備が古くなってきているが、今後もしっかりと対応してほしい。

	
	10
	　学校は学校安全計画のもとに、施設や設備の点検・保守・安全管理を十分に行っている。
	B
	毎月１０日に実施される安全点検をはじめ、平時から学校の施設・設備に対するチェックが行われている。破損個所等は可能な限り学校で修繕をし、それ以外のものは教育委員会と連携し対応を図っている。
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	11
	　学校は、学校課題研究の組織を整え、組織的、計画的に進めている。
	A
	今年度は、研究の１年目として、児童や本校の実態を把握し、研究の素地を作った。また、各専門部で話し合いを重ね、次年度への準備を進めている。
	・忙しい中ではあるが、こつこつと進めてほしい。

	
	12
	　学校は倫理確立委員会の機能を充実させるなどして服務規律の徹底を図り、教職員は服務の厳正を認識し、実践している。
	A
	　職員会議の後と各学期に１回、倫理確立委員会を実施した。担当職員がテーマごとに資料をまとめ、服務規律の徹底を図った。また、臨時の倫理確立研修を開き、不祥事根絶への意識を高めることができた。
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	13
	　学校は、保護者やＰＴＡ、地域の機関との連携を図って活動をしている。
	B
	定期で開かれるPTA執行部会では、児童の安心・安全のために話し合いを行い、活動を進めてきた。学校運営協議会では、児童の学習の様子を見ていただき、本校の教育活動をご理解いただいた。また、熟議では様々なご意見を頂戴し、本校の教育活動の確認、見直しを図ることができた。
	・親父の会を立ち上げることができれば、活動の幅が広がるのではないだろうか。
・PTA活動はみんなが簡単にできる内容で活動を提案してくことができれば、より活発になっていくのではないか。

	
	14
	　学校は、学校だより・情報メール・ホームページなどにより、教育活動の様子や情報などを積極的に保護者・地域に発信するよう努めている。
	A
	毎月、学校だより・学年だより・保健だより・食育だより等を発行した。学校ホームページは、今日の給食や行事などを、ほぼ毎日発信している。また、学校からのお願いや情報の提供等、多くの情報を学校情報メールで配信している。
	




